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ま
た
、
育
休
代
替
職
員

の
確
保
策
と
し
て
正
職
員

に
よ
る
付
加
配
置
の
拡
充

に
つ
い
て
確
実
な
実
施
を

求
め
て
い
ま
す
。

定
年
引
上
げ
と
高
齢
層
職
員

　
「
55
歳
昇
給
停
止
」
や

「
特
定
の
級
の
最
高
号
給

へ
の
集
中
」
は
、
高
齢
層

職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

維
持
に
深
刻
な
影
響
を
与

え
ま
す
。
昇
給
停
止
の
廃

止
、
給
料
表
の
号
給
増
設

を
求
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
再
任
用
職
員
の

勤
勉
手
当
や
生
活
関
連
手

当
の
支
給
、
さ
ら
に
行
政

職
５
級
６
級
か
ら
再
任
用

と
な
る
職
員
の
格
付
け
を

４
級
に
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

賃
金
・
手
当
の
改
善

基
本
賃
金
の
引
上
げ

　

民
間
の
春
闘
は
バ
ブ
ル

景
気
以
来
33
年
ぶ
り
の
引

き
上
げ
を
実
現
し
て
お

り
、
公
務
員
賃
金
へ
の

精
確
な
反
映
が
課
題
で

す
。
ま
た
、
地
域
手
当
に

つ
い
て
民
間
の
賃
金
水
準

を
基
礎
と
し
て
引
き
上
げ

（
６
％
を
10
％
に
）
が
課

題
で
す
。

人
材
確
保

　

中
途
採
用
者
の
処
遇
改

善
が
急
務
で
す
。
一
般
競

争
試
験
で
採
用
さ
れ
る
職

員
の
処
遇
と
社
会
人
枠
で

採
用
さ
れ
る
職
員
の
初
任

給
格
差
を
解
消
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

ス
タ
イ
ム
制
に
つ
い
て
は

利
用
状
況
の
実
態
把
握
と

課
題
に
対
す
る
労
使
協
議

に
も
と
づ
く
適
正
な
措
置

を
求
め
て
い
ま
す
。

休
暇
を
取
り
や
す
い
環
境

整
備

　

休
暇
制
度
に
つ
い
て
は

こ
れ
ま
で
の
労
使
交
渉
に

よ
り
一
定
の
改
善
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
改

善
を
求
め
る
一
方
で
、
整

備
さ
れ
た
制
度
を
取
得
し

や
す
い
よ
う
に
、
職
場
の

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が

次
の
課
題
と
言
え
ま
す
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
撲
滅

　

近
年
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
を
筆
頭
に
相
談
件

数
が
増
え
て
お
り
、
必
ず

し
も
相
談
者
の
満
足
い
く

解
決
が
図
ら
れ
て
い
る
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
根
絶
に

向
け
た
取
り
組
み
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
第
三
者

相
談
窓
口
の
設
置
、
独
自

の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
認
定
基

準
の
設
定
等
を
求
め
て
い

ま
す
。

現
業
正
職
員
採
用

　

３
月
の
農
林
水
部
交
渉

に
よ
り
部
と
し
て
採
用
が

必
要
で
あ
る
と
い
う
方
針

を
確
認
し
ま
し
た
。
今
後

は
、
採
用
計
画
の
具
体
化

と
確
実
な
実
施
に
向
け
た

不
断
の
取
り
組
み
が
必
要

で
す
。

各
種
手
当
の
改
善

　

通
勤
手
当
の
支
給
限
度

額
を
引
き
上
げ
て
全
額
支

給
す
る
こ
と
や
高
速
道
路

及
び
特
急
列
車
料
金
の
全

額
支
給
な
ど
に
加
え
、
大

規
模
災
害
支
援
派
遣
の
特

殊
勤
務
手
当
の
増
額
を
要

求
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
は
５
年

に
１
度
の
「
給
料
の
調
整

額
及
び
特
殊
勤
務
手
当
」

見
直
し
協
議
の
年
に
な
っ

て
お
り
、
５
月
以
降
具
体

的
な
協
議
を
行
い
ま
す
。

夜
間
、
休
日
対
応
の
た
め

の
緊
急
携
帯
電
話
所
持
に

対
す
る
手
当
支
給
に
つ
い

て
も
こ
の
中
で
協
議
し
ま

す
。

働
く
環
境
の
改
善

労
働
時
間
短
縮

　

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
の
確
保
の
た
め
、
人
事

委
員
会
に
対
し
て
は
人

員
・
予
算
等
の
環
境
整
備
、

長
期
介
護
休
暇
の
有
給
化

と
期
間
拡
大
、
家
族
看
護

休
暇
の
対
象
や
日
数
の
拡

充
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

県
当
局
に
は
こ
れ
ら
に

加
え
、
勤
務
時
間
管
理
シ

ス
テ
ム
と
実
勤
務
時
間
と

の
整
合
性
を
検
証
し
つ
つ

適
切
に
運
用
す
る
こ
と
等

を
求
め
て
い
ま
す
。

多
様
な
働
き
方

　

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制

導
入
、
時
差
出
勤
の
拡
充

等
働
き
方
の
多
様
化
が
急

激
に
進
む
中
、
フ
レ
ッ
ク

春闘要求書で見る2024年度の課題
　地公労（茨城県地方公務員労働組合共闘会議）は 3月 27日に春闘申入れ書（要求書）を人事委員会・県当局に、県職・
現業労組は同 26日に県当局に春闘要求書を提出しました。自治労は春闘を 1年間の賃金闘争のスタートと位置付
けています。当面、５月末に予定されている交渉に向けて取り組みを進めます。今後、新たな課題が表面化するこ
とも考えられますが、昨年の積み残し課題と現在進行形の主な課題について振り返ります。

要求書を提出する須之内地公労議長
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職員組合の役職員が
新規採用職員さんのいる
職場を中心に、皆さんの
職場にお伺いします。



　

茨
城
県
で
は
今
年
度

３
０
０
人
を
超
え
る
新
規

採
用
が
あ
り
ま
し
た
。
組

合
で
は
新
採
職
員
へ
４
月

１
日
に
資
料
を
配
布
し
て

順
次
説
明
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

皮
切
り
に
、
県
立
中
央

病
院
と
こ
こ
ろ
の
医
療
セ

ン
タ
ー
で
４
月
２
日
、
３

日
に
組
合
説
明
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
両
病
院
で
は

37
人
の
新
し
い
仲
間
を
迎

え
新
採
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
一
部
と
し
て
組

合
説
明
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
新
し
い
環
境
に
期
待

と
不
安
を
抱
え
る
新
採
職

員
へ
、
組
合
役
員
の
紹
介

と
歓
迎
の
言
葉
が
送
ら
れ

で
働
く
仲
間
と
し
て
な
ん
で
も
相
談
し
て

も
ら
い
、
一
緒
に
解
決
し
て
い
き
た
い
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
庁
に
お
い
て
も
、
４
月
８
日
か
ら
10

日
の
昼
休
み
に
新
採
説
明
会
を
県
庁
１
Ｆ

の
組
合
会
議
室
に
て
実
施
し
ま
し
た
。
須

之
内
執
行
委
員
長
か
ら
歓
迎
の
あ
い
さ
つ

の
あ
と
、組
合
の
活
動
意
義
や
メ
リ
ッ
ト
、

お
得
な
じ
ち
ろ
う
共
済
制
度
な
ど
に
つ
い

て
説
明
し
組
合
加
入
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
各
合
同
庁
舎
で
の
組
合
説
明
会
実
施

の
ほ
か
、
各
出
先
職
場
に
お
い
て
も
、
順

次
組
合
役
職
員
が
お
伺
い
し
組
合
説
明
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。
組
合
員
の
み
な
さ

ん
か
ら
も
新
採
職
員
へ
お
声
掛
け
を
お
願

い
し
ま
す
。

新
し
い
仲
間
を
迎
え
組
合
説
明
会
は
じ
ま
る

新
し
い
仲
間
を
迎
え
組
合
説
明
会
は
じ
ま
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

応募のきまり
ハガキまたはEメール（FAXは不可）
に所属課所・氏名・答えを記載のう
えご応募ください。
（応募は組合員のみ。未記載は無効）
★宛先　ハガキ
　〒 310-8555
　　水戸市笠原町 978-6
　　職員組合教宣部　クイズ係　宛
　Eメール

　i-kyousen@bz01.plala.or.jp
★コメント大歓迎！
　正解者の中から抽選で 20 名にＱ
ＵＯカード（500 円分）プレゼント
★応募締切
　2024 年５月 17日（金）

当日消印有効

連合春闘の賃上げ状況
４月２日第３回集計結果から

　大手企業の集中回答ゾーン（３月中旬）から３週間余り経過しました。
1991-1992 年のバブル景気以来となる高い賃上げ率になっています。４月
２日第３回集計でも 5.24％と前回集計値（5.25％）を維持しました。
■連合集計の特徴
　３月 13 日を大手の集中回答日に設定し、その後順次中小組合の交渉が
行われます。最終的には第７回の集計を行う７月上旬まで春闘交渉は続き
ます。序盤（３月）に大手の集中回答がなされるため、例年では中小の結
果が出そろう終盤に向けて平均引き上げ率は逓減していきます。また、中
小企業の平均値は全体平均に比べ低く、較差は年により異なります。
■今年の特徴
　33 年ぶりとも言われる高い賃上げとなっています。ただ、大手と中小
の賃上げ率の差が例年に比べ広がっています。業績好調な大手企業の陰
で、苦戦している中小企業の姿が推察されます。一方で、前回（３月 21 日）
集計に比べ、中小の引き上げ率が 0.19 ポイント上昇しており、中小の健
闘も見て取れます。
■ベースアップは
　定期昇給分を差し引いたベースアップは3.63％と昨年（2.16％）に比べ1.5
ポイント程度増加してます。

ま
し
た
。
先
輩
役
員
か
ら

は
、
困
り
ご
と
や
職
場
で

の
疑
問
な
ど
、
同
じ
職
場

300人未満は、組合員300人未満の組合平均

区　分 賃上げ率 定期昇給除く

2024年 全体平均 5.24％ 3.63％
300人未満 4.69％ 3.21％

2023年 全体平均 3.70％ 2.16％
300人未満 3.42％ 2.07％
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